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新夕張保育園閉園
令和5年3月25日、新夕張保育園の卒園式と閉園式が行われました。最後の卒園児は将来の夢と保
護者への感謝を込めたあいさつを立派に行い、園長先生からは「皆なら大丈夫。もう近くで見守れない
けど応援しています」とメッセージが送られました。74年の永きにわたり、多くの子どもたちを迎え、送
り出してきた新夕張保育園の歴史に幕が下りました。
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ただし12歳以上で基礎疾患に該当する障害認定を受けている方は
基礎疾患の申請は不要です。5月24日以降、該当者には通知文を送付します。
　通知の対象者…

病状が悪化している時や体調が悪い時は接種を控えてください。最終的な接種の可否は接種医の判
断になります。
◆12歳～64歳で基礎疾患などがある方は申し出が必要です
　上記に当てはまる方で春開始接種を希望する方は 予約の前に、申し出をしてください！！
　4回目接種の際に申請した方も、改めて申し出をお願いします。

12～64歳の心・腎臓・呼吸器・肝臓・免疫・視覚（糖尿病性網膜症）・重度心身・
精神の障害認定の方、療育手帳をお持ちの方

64歳以下の基礎疾患などのある方へのお知らせ

18歳以上の方 18歳未満の方

５月１日～５月15日
・インターネット（24時間受付）
右の2次元バーコードから入力フォームにより申し出ください。
連休中、ご親族などに相談し可能な方はインターネットを利用
ください。
・☎52－3173（平日９時～17時）
　必要事項、該当する基礎疾患、接種券の有無をお知らせください。

期　間
方　法

問合せ先　市保健係　☎52－3106

春開始接種を希望する

◆基礎疾患などがある方とは　
　以下の基礎疾患があり、通院または入院している方、その他重症化リスクが高いと医師が認める方

↑18歳以上の
　方はこちら
　から

↑18歳未満の
　方はこちら
　から

慢性呼吸器疾患 慢性の呼吸器の病気1 1
慢性心疾患 慢性の心臓病（高血圧を含む）２ ２
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慢性腎疾患
神経疾患・神経筋疾患
血液疾患
糖尿病・代謝性疾患
悪性腫瘍
関節リウマチ・膠原病
内分泌疾患
消化器疾患・肝疾患など
先天性免疫不全症候群、
HIV感染症、その他の疾
患や治療に伴う免疫抑
制状態
その他の
小児領域の疾患
（高度肥満、早産児、医療
的ケア児、施設入所や長
期入院の児、摂食障害）

慢性の腎疾患
慢性の肝疾患（肝硬変など）
インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病またはほかの病気を併発して
いる糖尿病
血液の病気（鉄欠乏性貧血は除く）
免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）
ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている
免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態
（呼吸器障害など）
染色体異常
重症心身障害
（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）
睡眠時無呼吸症候群
重い精神疾患（精神疾患のため入院している、精神障害者保健福祉手
帳を所持している、または自立支援医療（精神通院医療）で「重度かつ
継続」に該当する場合）や知的障害（療育手帳を所持している場合）

基準（BMI30以上）を満たす肥満の方
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◆対 象 者 春開始接種と秋開始接種は対象者が異なります。

・秋開始接種は、12歳以上のすべての方　具体的な内容は、近くなったらお知らせします。

・春開始接種は重症化リスクの高い以下①～③の方のみ
　重症化リスクの高い方は、通常、秋開始接種1回のところを前倒しで1回追加します。

◆費　　用 無料
◆接種場所 夕張市立診療所・南清水沢診療所・中條医院
  これまで同様、南清水沢診療所は、かかりつけの方になります。受診の際にご相談ください。
  市外でかかりつけ医がいる場合は、予約などについて相談してください。
◆接種間隔 新型コロナワクチン最終接種から3カ月以上の間隔をあける
  肺炎球菌ワクチンなど他の種類のワクチンとの間隔は前後2週間あけます。
◆使用するワクチン　12歳以上用モデルナ社　オミクロン株対応2価ワクチン（BA4-5）
（春開始接種）  今回、国からのワクチン配分はファイザー社はなく、モデルナ社となります。
    秋開始接種のワクチンは未定です。
◆接種券の送付について
・前回のオミクロン株対応2価ワクチン接種済みの方に接種順に送付します。
・5月24日頃から発送を開始します。
・前回のオミクロン株対応2価ワクチンを接種していない方は、これまで市が発行したお手元の
接種券をお使いください。
以下の方は、問合せ先まで電話にて連絡をください。接種券を送付します。

 ・接種券を紛失した方　・他市町村から転入された方
 ・市外医療機関、施設などにお勤めの64歳以下の従事者の方
◆予約方法 6月5日以降予約が可能です。お手元に接種券を用意して予約してください。
これまで同様、
インターネットでの予約、ファクシミリでの予約、コールセンターでの予約になります。
コールセンターの電話番号は、広報6月号または接種券に同封のチラシに記載します。

令和5年度　新型コロナワクチン接種のお知らせ
初回接種（1回目・2回目接種）を終了した方に対し
　　　　　春開始接種として6月～8月、秋開始接種として9月以降に実施します。

新型コロナワクチン接種情報≪29≫
せ

対象者（年齢は接種日の年齢です）

①65歳以上の高齢者　

②12歳～64歳の基礎疾患などがある方
※右ページ参照　

重症化リスクが高い方が集まる場所でサービスを提供する
③医療機関、高齢者・障害者施設などの従事者
⇒これまでとは異なり、従事者には、努力義務（接種するよう努めなければならない）や接種勧奨（積極的に接種をお勧め
すること）規定はなくなりました。

予約開始

6月5日から市で調整

6月26日から
接種場所により

前後する場合があります
6月5日から

接種開始

5歳～11歳の追加接種（オミクロン株対応2価ワクチン）の対象となる方へはすでに個
別通知を送付済みです。対象にもかかわらず通知が届いていない方は、問い合わせく
ださい。

初回接種が未接種の方は、従来株での接種を継続します。
受付は保健係（☎52－3106）

その他
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新年度が始まり１ヶ月が経ちました。夕張豊生会にも新しい職員が増え、新たな顔
ぶれでスタートしています。
さて、5月は新型コロナウイルス感染症の5類への移行、6月からは今年度の新型コ
ロナワクチン接種が始まります。今後も新型コロナへの対応は続くことになります
が、関係機関と協力し、市立診療所としての役割を果たしていこうと考えています。引
き続き、市民の皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

夕張市立診療所ニュース
2023年

vol.155
５月

５月外来診療体制

☎（0123）52－4339　FAX（0123）52－2617
〒068-0402　夕張市社光20番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八　田

諌山・中岡

－－

－

－

八　田

八　田

中岡・出張医

出張医

八　田

八　田

諌山・髙野

－

諌山・中岡

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（12・19・26日）

循環器内科
（10・17・31日）

泌尿器科
（２・９・16・23・30日）

八田または出張医

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八　田

諌山または松島

－

中　岡

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（12・19・26日）

整形外科
（２・９・16・23・30日）

整形外科
（17日）

整形外科（11・18・25日）
婦人科（18・25日）

八田または出張医

※医師は変更となる場合もございます。　※土・日・祝は休診です。　※火曜の歯科は休診です。　※(泌)(整)以外は予約制です。
※受付時間…８：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…９：30～11：30／12：30～15：00）

ぶぶぶ

ロ
ががが諌山治彦所長

〇発熱・咳・その他のかぜ症状で受診する方は、事前に診療所へお電話でご連絡ください。　
〇受診や面会など、その目的に関わらず、マスクの着用をお願いいたします。

来院される
みなさまへ

メロンにまつわるプチコラム～診療所栄養課から～

老健夕張　お寿司の日

　5月になり、もうすぐ待ちに待った夕張メロンの季節が到来です！今日は、メロンにどのような栄養素が
あるのか紹介します。みなさん、どれくらいご存知でしょうか！？

　先日入所者様の誕生会を行い、給食で握り寿司
が出ました。誕生会の日は、み
なさん楽しみにしている特別メ
ニューなのですが、お寿司の日
は食欲が違います。お代わりさ
れる方も多く、みなさん大満足
のご様子でした。

　過ごしやすい気候になってきましたね。みなさ
んお誘いあわせの上、ぜひご参加下さい！

βカロテン

カリウム

ククミシン

…緑黄色野菜に多く含まれている色素で、目や皮膚などの粘膜の健康維持、免疫力の向上、抗
がん作用があります。赤肉メロンの方が青肉メロンより多く含んでいます。

…体内の水分を調節し、筋肉の働きや血圧をコントロールするのに必要なミネラルの一つです。
　果物の中でもメロンは多く含まれており、過剰な塩分を外に出す作用がある
ため、むくみや血圧の改善につながります。ただし、腎臓病で食事制限があ
る方は注意が必要です。

…メロン特有のタンパク質分解酵素で、肉や魚などのタンパク質の消化を助け
る作用があります。食事と一緒にとると胃もたれの予防になります。口の中が
ピリピリするという方もいますが、それはククミシンの影響でアレルギーの一
種といわれています。

― ゆうゆう寄り添い倶楽部 ―

ボランティア活動について考える③
日　時 ５月15日（月） 午後３時～
場　所 拠点複合施設 りすた 多目的ホール
講　師 前沢 政次 医師
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6月上旬に予診票の送付とともにお知らせします（※申込多数の場合抽選となります）。

巡回脳検診を実施します令和５年度

ペースメーカーを装着している方、妊娠の可能性がある方は、この検診を受けることができません。
手術で外科用クリップ・人工骨・ステントその他金属を埋め込まれている方は、ＭＲＩによる脳検診を安全に受

けられるかどうか、手術した医療機関への確認が必要です。
※検査当日に本人または同居者に発熱者がいる場合は、検診を受けられません。また当日はマスクの着用をお願
いしています。

より予防効果の高い方に検査を受けていただくため、対象者年齢を設定しています。
※すでに脳の疾患のために定期的に受診されている方はご遠慮ください。
　何か自覚症状などがあり心配な方は、脳検診を待たずに直接医療機関を受診してください。
※健康保険の種類は問いません。

磁気を利用して検査を行う「ＭＲＩ検査装置」を搭載した大型特殊車両が道内を巡回して、脳検診を実施します。
検診は1時間程度です。

健診の流れ：受付→問診・血圧測定→頭部ＭＲＩ・MRA撮影（約１０分）→医師結果説明
※検査時間（撮影時間）は10分ほどかかります（閉所が苦手な方は負担になる場合があります）

●「巡回脳検診」とは？

ＭＲＩは磁気を利用して身体を断層画像化し、疾患の有無や血管の状況を把握することができます。　
そのため、頭部を対象としない「健康診断」や「人間ドック」では発見できない脳梗塞・脳腫瘍・脳動脈瘤・脳
血管の狭窄などを、重篤な症状が出る前に発見し、予防や治療につなげることができます。

●「巡回脳検診」で、何がわかるの？

◆申込者が定員を上回る場合は、抽選で受診者を決定します。◆

専門医療機関で実施する「脳ドック」に通常含まれる検査項目には、今回実施する検査の他に「血液検査・
尿検査・心電図検査」が含まれています。

●「脳ドック」と、どうちがうの？

検診を受けられるかどうか、ご確認ください！

問合せ・郵送先：〒068-0492　夕張市本町４丁目
　　　　　　　 夕張市役所 保健福祉課 保健係　☎52－3106（直通）

注意

対象者：R5年4月1日時点で 35歳～79歳の夕張市民　料金：3,000円

申込期間：
検診日時：
申込方法：

申込用紙：本紙に折込みのほか、市役所・夕張市拠点複合施設りすた・各ふれあいサロンに置いています。

5月1日（月）～5月19日（金）〈必着〉 

７月３日（月） 8：15～11：50　12：45～16：20 紅葉山武道館
（紅葉山）

３０人

７月４日（火） 8：15～11：50（午前のみ） １５人

７月５日（水） 8：15～11：50　12：45～16：20 文化スポーツセンター
（若菜）

３０人

７月６日（木） 8：15～11：50（午前のみ） １５人

７月７日（金） 8：15～11：50　12：45～16：20 夕張市拠点複合施設
りすた

３０人

７月８日（土） 8：15～11：50（午前のみ） １５人

日　　程 検診時間 会　　場 定　　員

本紙折込みの緑色の「申込用紙」を、市役所・拠点複合施設りすた・各ふれあいサロンに持参
または市役所に郵送してください。（特別な理由がある場合を除き、電話申込みは受け付けません）

＊各ふれあいサロンの行政窓口開設日は、月・水・金曜日　午前9時～正午までです。
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夕張市内映画上映会2023

全３回上映、
各回30分前開場です。

鑑賞無料！

（C）関西テレビ放送

りすた放送番組上映会

と　き

ところ

対　象
定　員
内　容

申込期限
申込先

日程・内容

ところ
対　象
参加費　　　　　　　申　込
問合せ先

５月 12日（金）1回目  午後 6時～
５月 13日（土）2回目  午後２時～   /   3 回目  午後 6時～
拠点複合施設りすた・多目的ホール
小学生以上   （親子での参加お待ちしています！）
各回 40 名

５月 10 日 ( 木 )「氏名・連絡先」をお伝えください。
りすた貸館窓口・りすた図書館　☎ 57-7583

第１回　５月 26 日 ( 金 )　午後６時 30 分～
　テーマ「夕張を舞台にした日曜劇場」
第２回　８月 16 日 ( 水 )　午前 10 時～
　テーマ「十勝の詩集サイロを読む」
第３回　11 月 12 日 ( 日 )　午後２時～
　テーマ「アイヌの彫刻を学ぶ」

拠点複合施設りすた
テレビで放送された番組なので、小学生からご覧になれます。
無料　　　　　　不要
市社会教育係　☎57-7711

　りすた図書館では、「放送番組ストリーミングサービス」を利用し、過去の夕張市の特集番組を
視聴できるようになりました。その内、まちと関連の深い３番組を、皆さんで視聴できる機会を
つくりました。他地域との関係や、まちづくりについて学べます。詳しくは、りすた待合交流スペー
スに掲示しています。なお、直前で内容が変更になる場合がありますので、ご了承ください。
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

りすた市民学習講座

　

↓令和４年度の様子

★第１回目の案内
　石炭博物館周辺をノルディック・ウォーキングします。
　ポールは現地で貸し出します。
　博物館の見学もします。市内の方は無料です。
　▷集合場所：夕鉄バス「夕張市石炭博物館」バス停　
　▷集合時間：12時 34 分（到着のバスがあります）
　▷解散時間：14時 30 分ごろ

未来を
創る

　市民学習講座は、身近なことをテーマに、自らの人生をより豊かにし、実生活に活かせる
知識や技術を習得することを目標とした、多世代が一緒になった学級です。令和 5 年度は
「不思議をたのしみ、健康に！」をテーマにしています。

対　象

ところ

受講料

申　込

日程・内容

申込先

制限はありません。子ども向けの講座もあります。
市外にお住まいの方も、定員に空きがある場合は受講できます。

拠点複合施設りすた

教材費として、随時必要になる場合があります。

事前に受付が必要な場合がありますので、広報ゆうばりをご確認ください。
第１回目は必要です。「氏名」と「連絡先」をお教えください。

全８回・土曜日または日曜日午後１時から～
講座は変更になる場合があります。
　第１回　  ５月 21 日　 ウォーキングと夕張探求１
　第２回　  ６月 18 日　 ウォーキングと夕張探求２
　第３回　  ７月 16 日　 水墨画にチャレンジ！（仮）
　第４回　  ８月  ６日 　地域の作品を鑑賞しよう！
　第 5回　10 月  １日　  絵本作家のギャラリートーク
　第６回　11月 12 日　立体アルミホイル工作～作家から学ぶ
　第７回　12月   2 日　 クリスマスツリーづくり（仮）
　第８回　 １月 28 日　 振り返りと絵本づくり

市社会教育係　☎57-7711
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３
月
８
日（
水
）地
理
総
合
に
お
い
て
、「
気

候
と
料
理
〜
四
川
料
理
は
な
ぜ
辛
い
？
」を

テ
ー
マ
に
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
国
四
川
省
出
身
で一
般
社
団
法
人
清
水

沢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
勤
務
す
る
夏　

思
雅
さ
ん

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、既
習
し
た
緯
度
経

度
、ケ
ッペ
ン
の
気
候
区
分
の
内
容
か
ら
、な
ぜ

四
川
料
理
が
辛
い
の
か
学
び
、最
後
に
調
理
実

習
で
麻
婆
豆
腐
と
棒
棒
鶏
を
作
り
、本
場
四

川
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
本
格
的
な
麻
婆
豆
腐
を

作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、家
で
も
作
り
た

い
」、「
気
候
と
料
理
が
関
係
あ
る
こ
と
に
驚
い

た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
夏
さ
ん
を
は
じ

め
、一般
社
団
法
人
清
水
沢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆

様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
15
日（
水
）公
共
の
授
業
に
お
い
て
、産

業
能
率
大
学
の
学
生
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

「
地
方
の
大
学
進
学
促
進
」に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
半
は「
北
海
道
女
性
の
大
学
進
学
率
の

低
さ
の
原
因
と
そ
の
対
策
」を
テ
ー
マ
に
、資

料
か
ら
原
因
を
読
み
取
り
、進
学
率
の
性
差

に
関
し
て
生
徒
た
ち
が
思
考
す
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　

後
半
は
、現
役
の
大
学
生
の
１
日
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、ゼ
ミ
や
バ
イ
ト
の
話
な
ど
か
ら

大
学
の
良
さ
な
ど
を
感
じ
ら
れ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
現
役
の
大
学
生
か
ら
の
話

を
聞
け
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
」、「
大
学
に
進
学
し
て
み
た
い
と
思

っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
川
村
さ
ん
、佐
藤

さ
ん
を
は
じ
め
、産
業
能
率
大
学
の
藤
岡
教

授
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
７
日（
火
）、総
合
的
な
探
究
の
時
間

に
、『
夕
張
市
の
雇
用
』を
探
究
し
て
い
る
３
名

の
生
徒
に
対
し
、市
内
で
農
業
を
営
ん
で
い
る

舟
津
様
、工
藤
様
か
ら
、市
内
の
農
業
の
雇
用

状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、「
夕
張
市

内
で
働
き
た
い
人
と
、人
手
が
足
り
て
い
な
い

農
家
さ
ん
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
た
い
」と
い
う
生

徒
の
考
え
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

３
月
17
日（
金
）、適
切
な
個
人
と
適
切
な

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
ギ
グ
ベ
ー
ス

株
式
会
社
社
長
の
田
中
様
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

２
度
目
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、１
年
間『
夕
張
市
の
雇
用
』班
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
夕
張
市
役
所

地
域
振
興
課
の
神
澤
様
に
も
来
校
い
た
だ

き
、一
緒
に
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。農
家
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
、マッ
チ

ン
グ
の
方
法
、マッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
作
成
に
つ
い

て
な
ど
、12
月
20
日（
火
）に
行
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
打
ち
合
わ
せ
か
ら
よ
り
具
体
的
に
話
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
は
、田
中

様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
17
日（
金
）、卒
業
し
た
３
年
生
５
名

に
よ
る
１・２
年
生
に
向
け
た
進
路
体
験
報
告

会
を
行
い
ま
し
た
。大
西
さ
ん
か
ら
は『
推
薦

を
受
け
る
と
し
て
も
入
学
後
の
こ
と
を
考
え

て
勉
強
に
力
を
入
れ
た
こ
と
』、斉
藤
さ
ん
か

ら
は『
憧
れ
の
職
業
と
現
実
を
考
え
て
進
路

選
択
に
悩
ん
だ
こ
と
』、永
井
く
ん
か
ら
は

『
職
場
見
学
や
資
格
取
得
の
大
切
さ
』、夏
目

さ
ん
か
ら
は『
特
待
生
試
験
に
向
け
て
の
準

備
に
つい
て
』、吉
田
さ
ん
か
ら
は『
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
実
際
に
見
て
、体
験
し
、比
較
す
る

こ
と
の
大
切
さ
』な
ど
、実
際
に
合
格・内
定
に

向
け
て
努
力
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
話
せ
る
内

容
で
、１・２
年
生
も
大
変
勉
強
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、５
名
に
共
通
し
て
い
た
こ

と
は『
早
め
に
準
備
を
す
る
こ
と
』で
し
た
。

高
校
の
３
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。進
路

選
択
の
時
に
後
悔
し
な
い
よ
う
、１・２
年
生

は
５
名
の
先
輩
方
が
話
し
て
く
れ
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
実
践
し
て
いって
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
生
活
に
向
け
て
の
お
忙
し
い
中
、１・２
年

生
の
た
め
に
報
告
し
て
く
れ
た
３
年
生
の
み

な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

地
理
総
合
「
気
候
と
料
理

　
　
　
　

 
〜
四
川
料
理
は
な
ぜ
辛
い
？
」

公
共
「
地
方
の
大
学
進
学
促
進
」

２
年
生　

総
合
的
な
探
究
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
班
『
夕
張
の
雇
用
』

進
路
体
験
報
告
会
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国
公
立
大
学
に
見
事
合
格

　
　
　
　
　
そ
の
勉
強
方
法
と
は
？

鳶 記記

鳶鳶 鳶鳶記記 鳶 記 記記

鳶鳶 記記
令
和
4
年
度
3
年
生
の

皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
別
々
の
道
に

進
む
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍

で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
！

市
外
に
出
る
皆
さ
ん
、

た
ま
に
は
夕
張
に
帰
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
記
者
：
ま
き
を
）

　

令
和
５
年
３
月
１
日
に
夕
張
高
校
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
、20
名
の
3
年
生
が
卒
業
し
、4
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
進
路
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ・モ
ア・ス
ピ
リ
ッツ
で
は
、卒
業
生
を

代
表
し
て
小
樽
商
科
大
学
に
見
事
合
格
し
た
鳶
坂
信
之

介
さ
ん
に
受
験
の
取
り
組
み
や
高
校
生
活
に
つ
い
て
、イ

ン
タ
ビュー
を
行
い
ま
し
た
。

夕
張
高
校
卒
業
、そ
し
て
大
学
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
受
験
勉
強
大
変
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
、大
学

合
格
が
決
ま
っ
て
の
今
の
心
境
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

受
験
勉
強
は
毎
日
し
て
い
た
の
で
大
変
で
し
た
。共
通

テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
出
願
先
の
大
学
を
選
ぶ

の
で
す
が
、北
海
道
大
学
と
小
樽
商
科
大
学
の
2
択

で
迷
っ
て
い
ま
し
た
。自
分
と
し
て
は
北
海
道
大
学
を

目
指
し
て
勉
強
し
て
い
た
の
で
、前
期
日
程
は
北
海
道

大
学
、後
期
日
程
で
小
樽
商
科
大
学
へ
出
願
し
ま
し

た
。結
果
と
し
て
北
海
道
大
学
に
は
合
格
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、小
樽
商
科
大
学
に
入
学
が
決
ま
っ
て
ホ

ッ
と
し
て
い
ま
す
。

そ
う
だ
よ
ね
、お
疲
れ
様
で
し
た
。一
日
ど
れ
く
ら
い

勉
強
し
て
い
た
の
？

高
校
生
活
3
年
間
を
振
り
返
っ
て
、一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。ま
た
、や
り
残
し
た
こ

と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
！

個
人
的
に
は
、や
は
り
部
活
動
を
辞
め
た
こ
と
で
す
。

と
て
も
大
き
な
決
断
を
し
た
と
思
っ
て
い
て
、最
初
に

受
け
た
模
擬
試
験
の
結
果
な
ど
で
全
国
の
高
校
生
と

の
差
を
感
じ
て
、本
気
で
勉
強
と
向
き
合
わ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。高
校
を

は
じ
め
キ
セ
キ
ノ
や
Ｔ
―

ｂａｓｅ
の
先
生
方
の
支
え
も

あ
っ
て
合
格
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
の
で
、感
謝
し
か
な

い
で
す
。

や
り
残
し
た
こ
と
で
は
無
い
で
す
け
ど
、海
外
短
期
留

学
に
行
っ
て
み
た
か
っ
た
で
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
な
ど
も
あ
り
行
け
な
か
っ
た
の
で
、大
学
の
活

動
な
ど
で
海
外
で
学
ぶ
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
て
み

た
い
で
す
！

と
て
も
い
い
目
標
だ
ね
！

最
後
に
在
校
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

夕
張
高
校
は
、勉
強
す
る
環
境
が
整
って
い
て
、自
分
の

努
力
次
第
で
ど
ん
な
大
学
で
も
合
格
で
き
る
と
思
う
の

で
、先
生
方
を
信
じ
て
頑
張
って
欲
し
い
と
思
い
ま
す
！

鳶坂　信之介さん
３年Ａ組

（令和５年３月卒業）

小
樽
商
科
大
学
で
は
、ど
ん
な
勉
強
を
す
る
の
？

学
科
の
種
類
は
、商
学
科
、経
済
学
科
、企
業
法
学
科
、

社
会
情
報
学
科
が
あ
り
ま
す
。2
年
生
時
に
1
年
生

の
時
の
成
績
が
良
い
順
に
好
き
な
学
科
を
選
択
で
き

る
の
で
、頑
張
って
勉
強
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

今
の
時
点
で
学
ん
で
み
た
い
学
科
は
あ
る
の
？

商
学
科
か
社
会
情
報
学
科
に
入
り
た
い
と
思
って
い
ま

す
。商
学
科
は
、様
々
な
ゼ
ミ
活
動
が
活
発
と
聞
い
て

い
る
の
で
興
味
が
あ
り
、社
会
情
報
学
科
で
は
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
が
学
べ
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、ど
の
学
科
に

す
る
か
は
1
年
か
け
て
決
め
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

ま
た
、大
学
で
は
語
学
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。大
学
自
体
が
語
学
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、英

語
以
外
の
外
国
語
も
話
せ
る
よ
う
に
な
る
の
が
目
標

で
す
！

勉
強
の
他
に
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

大
学
で
は
も
う
一
度
野
球
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。小
中
学
校
、高
校
と
続
け
て
い
た
の
で
す
が
、受
験

勉
強
と
部
活
動
の
両
立
が
難
し
い
と
感
じ
て
野
球
部

を
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。な
の
で
大
学
進
学
を
機
会

に
野
球
に
再
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

ま
た
、ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が
無
い
の
で
、や
って
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。小
樽
は
観
光
地
な
の
で
、飲
食
店

な
ど
で
海
外
の
お
客
さ
ん
が
来
た
と
き
に
学
ん
だ
語
学

を
活
か
し
て
、接
客
で
き
た
ら
いい
な
と
思
って
い
ま
す
！

大
学
生
活
で
学
ん
で
み
た
い
こ
と

高
校
生
活
の
感
想
と

　
　
　
　 

在
校
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

〜
今
月
の
一
言
〜

令和４年度夕張高校卒業生 進路状況

平
日
は
、学
校
で
の
授
業
の
後
、16
時
か
ら
21
時
ま
で

キ
セ
キ
ノ
で
勉
強
し
て
い
て
、休
み
の
日
は
平
均
8
〜

10
時
間
は
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

す
ご
い
勉
強
量
だ
ね
。休
み
の
日
は
家
で
一
日
中
勉

強
し
て
い
た
ん
だ
ね
。

実
は
休
日
の
勉
強
は
、自
宅
だ
と
遊
び
な
ど
の
誘
惑
が

多
く
て
集
中
で
き
な
い
の
で
、り
す
た
の
自
習
室
で
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。勉
強
に
行
き
詰
ま
っ
た
ら
、り
す

た
図
書
館
の
本
を
読
む
な
ど
、上
手
く
気
分
転
換
し

て
い
ま
し
た
。り
す
た
は
静
か
な
の
で
、と
て
も
勉
強
が

は
か
ど
り
ま
し
た
！

な
る
ほ
ど
、工
夫
し
て
勉
強
し
て
い
た
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努力でつかんだ国立大学合格！
高校生活３年間を語る
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～ 「高校生を“夕張という地域”で育てる」座談会を行いました ～
－ 夕張高校魅力化プロジェクト －

市企画係 ☎52－3141『夕張高校魅力化プロジェクト』とは
　夕張市では生徒数が減少傾向にある夕張高校を市内外問わず生徒に選んでもらえる魅力ある高校とするため、公設
塾の設置や校内ＩＣＴの環境整備、入学支援金やチャレンジ補助金など挑戦する高校生を後押しする『夕張高校魅力化
プロジェクト』を推進しています。

今後の方向性について
　今回いただいたご意見を参考としながら、夕張ならではの受け入れ住環境を構築していきます。結果については、改
めてご報告させていただきます。意見や質問については、引き続き受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせく
ださい。座談会にご参加いただいた市民の皆さま、ご協力ありがとうございました。

“座談会”開催の趣旨

ホームステイ ※

支援体制

意見から見えてくる課題

※ 市外生徒を一般家庭で受け入れること

　今後、地域で市外生徒を受け入れるための住環境を検討するにあたり、ご自宅などで高校生を受け入れることが
できる下宿先や、下宿として活用できる物件について、ご協力いただける方の募集を行っています。
　市外生徒を受け入れる住環境に関して、協力したいけど何をすれば良いのか、自分に何かできることはないか、
そんな疑問や提案などについて、市民の皆さんと意見交換をすることを目的に座談会を開催しました。
　市としては、市外生徒の住環境として「ホームステイ」、「下宿」を想定しています。また食事や移動手段など個
別の「支援体制」が必要になってくると考え、以下の3点について意見交換を行いました。

●安心安全な生活に必要な最低限のルールは必要。
●学校の課題や探究活動の推進にWi-Fi は必須。
●細かい決め事や必要経費は、受け入れ家族と市外生徒
の保護者で決めても良いのではないか。
●市外生徒の保護者に市から一定額の助成が必要ではな
いか。
●生徒に何をどこまでしてあげればよいか不安がある。
●生徒に夕張での生活を、協力者に受け入れの体験をして
もらうために、短期のホームステイをしてみてはどうか
●子育て卒業世代だけではなく現役世代も対象にしてはど
うか。
●３年間固定ではなく、単年での変更やお試し入居を可能
にするなど柔軟な対応が必要。

下　　宿
●下宿生同士で交流できるリビングがあった方が良
い。
●学校の課題や探究活動の推進にWi-Fi は必須。
●食事の 3 食提供が負担なので、昼はお弁当でも良
い。
●下宿の運営には、役割分担を明確にした体制の構
築が必要。
●土日祝日・長期休暇時の対応の検討。
●夕張市のイベントや文化を学ぶ機会があれば良い。
●関係者間の情報交換の場が必要（月1程度）。
●高校から徒歩圏内が望ましい。
●３年間固定ではなく、単年での変更やお試し入居
を可能にするなど柔軟な対応が必要。

●１人ではなく、地域全体が里親になるくらいの思いが
必要。
●募集のチラシに「責任を持って」と書かれていたが、
言葉が重すぎて、尻込みしてしまう。
●市外生徒と市内から進学する生徒への支援は平等とす
べき。

●日　 時 令和5年3月19日（日）13時30分～15時30分
●場　所 拠点複合施設　りすた
●参加者 18名【市職員・高校・公設塾・町内会・保護者・
  高校生など】
※10代から70代まで幅広い年代の方にご参加いただきました。

皆さまからの意見（抜粋）

●農家と連携して何かできないか。せっかく夕張に来た
のならメロンに関わってほしい。
●協力者の得意分野をリスト化して生徒に選んでもらう。
●受け入れ環境全体を専門とするコーディネーターが必
要。

〇関係者間（市・学校・地域など）の目標の共有
〇支援体制の組織的な運用

〇協力者に対する支援（負担軽減対策、助成など）の
検討、事例の調査　　　　　　　　　　　　　
〇受け入れ住環境や支援体制を専任とする人材が必要
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＜ 問合せ先　市商工観光係 4階40窓口  ＞　
夕張市本町４丁目２番地　☎52－3128

夕張市はチャレンジする皆さんを応援します！

地域支援センター「ライフネットゆうばり」による生活相談会を開催します

相談無料・予約不要

相談会の日程

具体的な支援の例

代表的なご相談と支援の流れ

ひとり親
家族関係のこと

病気・健康のこと 借金・滞納
のこと

住居喪失
などのこと

収入・生活費
のこと

就労・仕事探し
のこと

◆ 資格取得支援 ◆

詳細や申請方法は市ホームページをご覧ください。申請にあたっては必ず要綱をご確認ください。

 市が指定する資格を取得する際にか
かる経費をお一人最大10万円を限
度に補助します！
※一部資格については最大20万円を限度に補助します。

◆ 創業・事業拡大支援 ◆
　市内で起業する「新規創業者」と事
業を拡大する「市内事業者」の初期投
資などの費用の一部を補助します！
※補助額、補助対象経費などについてはご相談ください。

対象者および補助率
４分の３

10分の10

１.
２. 
就労者
求職者、非正規雇用者
障害者手帳を有する者
生活保護受給者

申請期限および補助額
令和５年５月17日（水）まで

補助額　上限 100 万円
※予算の範囲内での補助金交付となるため、交付申請額の
全額が交付されない場合があります。

●時　間：午後１時30分～４時00分
●場　所：拠点複合施設「りすた」
●日　程：毎月第２木曜（詳細は下記をご覧ください）

①電話受付

②面　　談

③解決の糸口を
　一緒に見つけます

生活に困りごとや不安を抱えている方、外に出
られないでいる方、困っているご本人、ご家族、
地域の方々から電話をお受けします。
自宅やお近くの公共施設に訪問し、相談をお受
けします。
支援員が相談を受けて、どのような支援が必要
か、ご本人と一緒に考え、今後の計画を作成し
ます。

複数の課題があって
も、丁寧に聞き、整理
します。

【予約・問合せ先】
●地域支援センターライフネットゆうばり
 ☎0120－050－750
●市生活保護係 ☎52－3177

相談会開催日以外でも相談はお受けしています。お気軽
にお電話ください。

５月11日　６月８日　７月13日　８月10日　９月14日　10月12日　11月９日　12月14日
１月11日　２月８日　３月14日

複数の
課題をサポート

ハローワークへ
の同行、職場探
しを手伝います。

就職活動を
サポート

失業中で家賃を払えない
方を対象とした給付金。
詳細は生活保護係へ。

住居確保給付金
申請のサポート
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結婚新生活を始めるための費用を助成します！

経済的な理由により結婚に踏み出せない方を対象に、婚姻に伴
う新生活を開始するための「住宅取得費用」・「住宅貸借費用」・「引
越費用」・「住宅のリフォーム費用」を助成します。

令和６年２月29日（木）まで
※申込期間中でも、予算額に達した時点で受付を終了します。

■申込期間

●令和５年３月１日から令和６年2月29日までの間に婚姻届を提出し受理された世帯
●夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下であること
●申請日時点で市町村長から発行されている直近の所得証明書で確認できる夫婦合算の所得が５
00万円未満の世帯（貸与型奨学金を返済している場合は所得の計算方法に特例がありますので
問い合わせください）
●夫婦ともに補助対象期間内に取得また貸借した夕張市内の住宅に現に居住し、その居住先が住民
基本台帳として記録されていること
●生活保護による住宅扶助その他公的制度による家賃補助を受けていないこと
●夫婦のいずれもが市税や貸借住宅に係る家賃などを滞納していないこと
●夫婦のいずれもが夕張市暴力団排除条例に規定する暴力団員でないこと
●夫婦のいずれもが過去に国の地域少子化対策重点推進交付金（内閣府子ども・子育て本部統括
官通知）による補助を受給（他の自治体での受給を含む）していないこと

■対象世帯 次の条件を全て満たす世帯

夫婦ともに29歳以下の世帯の場合は60万円、それ以外の世帯の場合は30万円
（補助対象経費が上限に満たない場合はその実費とし、1,000円未満の端数は切り捨て）

■補助上限額

詳しい情報は、配布書類または市ホームページをご覧ください。
・市ホームページ＞くらしの情報＞手続きガイド＞結婚・離婚＞結婚新生活支援事業について

市子ども・子育て支援係（夕張市拠点複合施設「りすた」）☎57－7582
※受付時間：午前８時45分～午後５時30分まで（土日・祝日を除く）

■その他

■書類配布・申請・問合せ先

令和５年４月１日から令和６年３月31日までの転入・転居に係る以下の経費
●新規の住宅取得費用
●新規の住宅貸借費用（賃料・敷金・礼金・共益費・仲介手数料のみ）
●引越費用（引越業者または運送業者へ支払った実費）
●住宅のリフォーム費用（修繕・増築・改築・設備更新などの工事費用）

■補助対象経費
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「住宅取得等補助金」の制度について

①，②，③については、令和５年４月４日（月）から予定件数に達するまで
※令和６年２月29日までに取得・工事完了できない場合は、受付できません。
※随時申込とし、予算額に達した時点で締め切ります。
④については、令和５年７月から受付を開始する予定です。

令和６年２月29日（木）まで

《補助金の概要》

①新築住宅取得費補助金
②中古住宅取得費補助金

③リフォーム工事費補助金
④老朽建築物等除却費補助金
（令和５年７月より受付予定）

制度名 ①新築住宅取得費補助金 ②中古住宅取得費補助金 ③リフォーム工事費補助金

補 助
対象者

補 助
条 件

補助額

備 考

　夕張市では、子育て世帯への支援、転入や定住促進、空き家の有効活用、居
住環境の向上を目的とした補助金制度をつくり皆さんを応援しています！！

◆申込期間

◆取得・工事期限

④老朽建築物等除却費補助金

1

2

補助金の交付を受けてから、
５年以上継続して本市に住
まわれる方
市税などを滞納していない

1

2

｢北海道長期優良住宅建築等
計画｣における断熱性能に適
合すること
地域要件の範囲内
(社光～平和、清水沢、沼ノ沢、
紅葉山地区の用途地域内)

■転入者とは
　令和２年４月１日以降に夕張市に転入し、転入の日前１年間において、夕張市に住所を有していなかった市民をいいます。
■市内業者とは
　夕張市内に事業所、営業所を持つ法人および市内で営業する個人事業者で、建設業法第２条第３項の建設業者および
同法第３条第１項ただし書きの軽微な建設工事のみを請け負うことを営業する方をいいます。
■市税などとは
　申請者および申請者と同一世帯を構成する方の市・道民税、軽自動車税（種別割）、固定資産税・都市計画税、国民健康
保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料、水道料金・下水道料金、市営住宅使用料をいいます。

■所得制限以下とは　※③のリフォーム工事費および④の除却費補助の場合のみ。
　申請者世帯の前年における総所得が、４月１日時点において、厚生労働省が公表する全世帯を対象とする直近の１世帯
当たり平均所得額以下であることをいいます。
■子どもとは
　満18歳に達する日以降の最初の３月31日までの間にある方をいいます。

1

2

3

4

5

市民が新築または購入
100万円／戸

転入者が新築または購入
150万円／戸

子どもが１人
40万円／戸 加算

子どもが２人以上
80万円／戸 加算

市内業者による施工
20万円／戸 加算

1

2

3

市民が中古住宅を購入
 取得額の25％で
 限度額が50万円／戸
転入者が中古住宅を購入
 取得額の30％で
 限度額が75万円／戸
子どもがいる
（人数に関係なく）

25万円／戸 加算

1

2

市内業者によるリフォーム
 工事費の20％で
 限度額が50万円／戸
市外業者によるリフォーム
 工事費の10％で
 限度額が30万円／戸

令和５年７月より
受付予定

1

2

補助金の交付を受けてから、
５年以上継続して本市に住
まわれる方
市税などを滞納していない

1

2

3

地域要件の範囲内
(社光～平和、清水沢、沼ノ沢、
紅葉山地区の用途地域内)
中古住宅の取得額(消費税を
除く)が100万円以上である
こと
昭和56年６月以降の住宅

1

2

次のリフォーム工事 
● バリアフリー工事
● 省エネ工事
● 耐久性向上工事
リフォーム工事費(消費税を
除く）が50万円以上である
こと

1

2
3

補助金の交付を受けてから、
５年以上継続して本市に住
まわれる方
市税などを滞納していない
所得制限以下であること

市建築住宅係 ☎52－3119 Mail:ybrken＠city.yubari.lg.jp
夕張市ホームページ ＞ くらしの情報 ＞ 住まい・生活 ＞ 住宅 ＞ 補助金
https://www.city.yubari.lg.jp/kurashi/sumaiseikatsu/jutaku/hojyokin/index.html

《申請・問合せ先》
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ゆうばり丘の上
こども園です

★前年度の参加者アンケートより★

【問合せ・申込先】
　ゆうばり丘の上こども園 ☎59－7831
　市保健係 ☎52－3106

にじいろサークル（育児教室）のお知らせ
令和５年度

保育協会の「元気ルーム」と市保健係の「すくすく育児教室」が一緒になり、
となりました。様々な遊びプログラムや育児講話などを計画しています。参加者交流もできますの
で、一緒に楽しい時間を過ごしてみませんか？ゆうばり丘の上こども園でお待ちしています！

対　象：妊婦、就学前の乳幼児と保護者
会　場：ゆうばり丘の上こども園子育て支援室（住所：清水沢3丁目122番地1）
受　付：午前９時45分～実施：午前10時00分～11時30分
毎回の持ち物：汚れた時の着替えオムツ（必要者）水分補給ができるもの
マスク（保護者用）バスタオル（乳児で計測を希望する方）
申込締切：実施日の週の月曜日

令和５年

令和６年

5月 10日(水) 保健師による育児講話・参加者交流

6月
7日(水) 大型絵本読み聞かせ
21日(水) 園庭の築山探検外遊び（天候によって室内遊び）

7月
5日(水) インストラクターによる親子ヨガ
12日(水) 水遊び（天候によって室内遊び）

8月
2日(水) インストラクターによる親子ヨガ
16日(水) 園庭遊び（秋を見つけよう）

9月 13日(水) 子どものための救急蘇生法

10月
4日(水) 運動会ごっこ
18日(水) こども園探検（スタンプラリー）

11月 22日(水) 栄養士による食育講話・工作活動

12月
6日(水) クリスマス飾り作り・フォークダンスの練習
22日(金) 園児とクリスマス会を楽しむ

1月
10日(水) 保健師による育児講話・工作活動
17日(水) 新年お楽しみ会お正月遊び

2月
7日(水) 雪遊び（天候によって室内遊び）
14日(水) 雪山遊び（天候によって室内遊び）

3月 6日(水) ごっこ遊び・茶話会

日　　　程 実施内容

※内容は都合により変更になる場合があります

●いろいろな月齢の子と遊べて楽しかったです
●娘も楽しそうで私も気分転換になりました
●初めての水遊び、良い体験になりました
●スタッフや参加者の雰囲気も良く、緊張も解けて
楽しく過ごせました

一緒に楽しく
活動しましょう♪
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ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
　ユるっとゆうばりスポーツクラブでは、引き続き感染症対策を講じながら活動をしています。参加
される皆さんには引き続きご協力をお願いします。今月は朝食の大切さについて紹介します。

“改めて知ろう”【朝食の大切さ】
■朝食・・・皆さんしっかり食べていますか？
皆さん朝食はしっかり食べていますか？「１分１秒でも寝ていたい人」、「朝食を抜いて１日２食にすればダイ

エットになると思っている人」がいらっしゃると思います。実はその行動、間違っています。今回は１日３食のう
ち朝食がどれだけ大切かお話ししたいと思います。

■朝食を抜いてしまうと身体にどのような影響が出るのか？
朝食を抜くことで身体に出る影響は、
・「体内時計の変化」・「肥満」・「血糖値の急激な上昇」・「便秘」・「体温の変化」・「睡眠の質の低下」です。
特に気を付けなければならないことは「肥満」になります。
朝食を抜いて空腹の状態から昼食を食べると血糖値が急激に上がり、太りやすくなります。
なぜかというと、朝食を抜くということは、前日の夕食から翌日の昼食まで何も栄養を取らないことになる
ので、血糖値がとても低い状態が長時間続き、昼食や夕食を必要以上に食べてしまいます。すると、血糖値が
急激に上昇し、これに対応するために大量に分泌されたインスリンの影響で脂肪を蓄積しやすくなり、結果的
に太りやすくなります。

■朝を最高の１日の始まりにするためには
朝を最高の１日の始まりにするには、しっかり朝日を浴びましょう。３０秒で構いません。そして常温の水も
しくは白湯をコップ１杯飲むようにするといいでしょう。これで身体が温まります。朝食はヨーグルトだけやフ
ルーツだけなど偏りすぎずバランスのよい食事を心がけましょう。朝を最高の１日の始まりにすることでお昼
に眠くならないだけでなく、夜ぐっすり眠ることができますので、朝が弱い方は一つずつクリアしていき気持
ちの良い朝を迎えましょう。

☆５月の活動日程

日 時
場 所

持ち物

5月18・25日(木) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、手ぬぐい、（稽古着、竹刀、防具）

≪剣道クラブ≫

☆５月の活動日程
≪ボクシングクラブ≫
日 時
場 所

持ち物

5月16・23・30日(火) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、
バンテージ（ある方）

曜 日
時 間
場 所
持ち物
料 金

火曜日、木曜日（予約制　☎56－5586）
午後１時・午後２時
ハッピーロードフィットネスクラブ
運動靴、タオル、飲み物
１回400円（全８回）

≪フィットネスクラブ体験コース≫

日 時
場 所

持ち物

5月18・25日(木) 18：15～19：30
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
飲み物、タオル、運動靴

≪ランニングクラブ≫≪ピンポンバドミニバレークラブ≫
日 時
場 所

持ち物

5月17・24・31日(水) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
メインアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、ラケット（ある方）

日 時
場 所

持ち物

5月6・20・27日(土) 10：30～11：30
拠点複合施設りすた
多目的ホール
飲み物、タオル、運動靴

≪りすた楽々運動教室≫

≪文スポ楽々運動教室≫
日 時
場 所

持ち物

5月18・25日(木) 10：15～11：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴

≪ノルディックウォーキングクラブ≫
日 時
場 所

持ち物

5月18・25日(木) 17：00～18：00
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
ノルディックポール（貸出可）

●申込・問合せ先　☎56－6046　ゆうばり文化スポーツセンター　竹部
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■ GW期間中のごみ収集のお知らせ
ＧＷ(ゴールデンウィーク)期間中のごみ収集は次の表のとおりです。

■ 粗大ごみ（大型ごみ）収集の日程が決まりました
粗大ごみ用処理券（１枚200円）を品目ごとに定められた金額分（200円・600円・1,000円）
貼って、当日の 午前８時まで に所定の場所に出してください。

①一般ごみ収集のような「音楽」は流れません。
②ごみ処理券の貼付不足・貼付する処理券間違いの場合は回収しません。
　※品目ごとの料金については、『ごみ分別辞典』をご参照ください。
③出し忘れによる再収集は行いません。
④小型家電製品は市内にあるリサイクルコーナーへ出してください。
　また、テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンはごみとして出せません。

※4月号掲載の内容に誤りがありましたので上表のとおり訂正しお詫びいたします。
　水曜収集地区の収集は、一般ごみ：5月2日　資源物回収：5月1日となります。
※木曜収集地区の資源ごみ収集は5月8日（月）に収集を行います。

【気をつけて！】

問合せ先
　市環境生活係　☎52－3108

月　　日

５月１日（月）

午前８時30分～
　午後４時30分

【火曜・水曜】
収集地区

【火曜】収集地区５月２日（火）

休　　み休　　み５月３日（水／祝）

休　　み休　　み５月４日（木／祝）

休　　み休　　み

休　　み
休　　み

※５月８日（月）収集

休　　み５月５日（金／祝）

午前８時30分～
　午後４時30分

【月曜】収集地区
【月曜・水曜】
収集地区

一般ごみ収集 資源物収集 埋立処分地

収　集　日

社光、住初、本町、旭町、昭和、末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、平和、日吉、富野、南部５月９日（火）

清水沢（全地区）、南清水沢５月10日（水）

沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、登川、滝ノ上５月11日（木）

収集地区
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《リサイクルコーナーの利用についてのお願い》

電池・蛍光管・電球・雑誌・本・新聞紙・古着
小型家電（テレビ・洗濯機・冷蔵庫・エアコンを除く） のみ

①リサイクルコーナーに置いて良いもの

②回収場所と受入時間

③注　意

問合せ先
市環境生活係　☎52－3108

⑴拠点複合施設「りすた」にリサイクルコーナーはありません。
⑵回収できるものの詳しい内容については、ごみ分別辞典やごみ収集カレンダーをご確認
ください。ご家庭や職場にない場合は、市役所やりすたに置いてあるほか、市ホームペー
ジからも確認できます。
⑶処分方法がわからない場合や対象のリサイクル品の確認は、市環境生活係まで問い合
わせください。

　旧南支所屋外倉庫設置のリサイクルコーナーで回収できないごみの投棄が昨年から増加
しています。回収できないごみを置いていくことは、不法投棄にあたり、犯罪です。場合
により、５年以下の懲役や罰金、またはその両方が科せられます。マナーとルールを守っ
て正しい利用をお願いします。

④投棄されたもの（一部抜粋）
生ごみ・手動シュレッダー ＜正しい処分方法 … 一般ごみ ＞
敷布団・掛け布団(毛布以外) ＜正しい処分方法 … 粗大ごみ ＞
テレビ・車のバッテリー ＜正しい処分方法 … 専門業者や小売店へ問い合わせください＞

回収場所 受入時間
月曜日～金曜日　8：45～17：30夕張市役所

月曜日～日曜日
24時間受入可（祝祭日含む）

旧南支所屋外倉庫
(清水沢宮前町清水沢郵便局向かい)

月・水・金曜日　9：00～12：00ふれあいサロン
（若菜・南部・沼ノ沢・紅葉山）
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　3/28（火） 鹿の谷生活館にて３回目の地域サ
ロン「えがお」が開催されました。豊生会の理学
療法士による健康講話や機器を使った筋肉量
測定などを実施し、その結果に一喜一憂しなが
ら、一年間の生活を振り返りました。市体育協会
の地域おこし協力隊員による椅子に座ってでき
るストレッチや筋トレのほか、頭と身体を使っ
た脳トレなど盛り沢山なサロンとなりました。

　3/17（金） 老人福祉会館にて夕張市ボランテ
ィアセンターによるオンライン学習会が開催さ
れ、市内のボランティア団体や個人など21人が
参加しました。北海道消費者協会の講師から、
高齢者に多い被害と最近の相談事例など、消費
者トラブルから身を守ることを学びました。

　3/15（水） 南部コミュニティセンターにて、市
保健福祉課保健係による「ゲートキーパー養成研
修」が開催されました。20人近くの方が集まり、ゲ
ートキーパーの役割や関わりについてなどを学
びました。身近に話せる環境をつくることや人と
のつながりの大切さを再認識しました。

　桜が咲き、春を感じる季節になりました。お部
屋のお掃除のほか、室内の模様替えや窓拭き、
屋外作業の依頼が増えています。衣替えなど季
節ごとの作業も、相談しながら丁寧に行ってい
ます。新規利用のご相談や作業内容などでお気
軽にご相談ください。

測定中 笑顔で脳トレ

真面目に講習を
受ける参加者
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固
定
資
産
税
の
納
税

  
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

 　

相
続
登
記
が

　
　
　

  

義
務
化
さ
れ
ま
す

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

戸
籍
届
出
の
受
付
に
つ
い
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
な
ど
の
受
付
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

　
　
　

  

関
す
る
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
は
、夕
張
市
内
に
存

在
す
る
固
定
資
産（
土
地・家
屋・償
却

資
産
）に
対
し
て
か
か
る
税
金
で
す
。

　

毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）時
点

の
固
定
資
産
の
所
有
者
が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。

　

各
固
定
資
産
の
課
税
標
準
額
の
合

計
が
免
税
点
以
上
と
な
る
固
定
資
産

を
所
有
し
て
い
る
納
税
義
務
者
の
方
に

対
し
、５
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、各
納
期
限（
年
４
回
）

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
賦
課
期
日
時
点
で
納
税
義
務
者
の

方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
り
、

相
続
登
記
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

い
場
合
は
市
で
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
市
賦
課

係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
度
よ
り
地
方
税
統
一Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（ｅ
Ｌ
―
Ｑ
Ｒ
）を
利
用
し
た

納
付
方
法
が
拡
充
さ
れ
、「
地
方
税

お
支
払
サ
イ
ト
」を
通
じ
た
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で
の
納
付
、全
国

の
地
方
税
統
一Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
金

融
機
関
の
窓
口
で
の
納
付
が
可
能

と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
広
報
ゆ

う
ば
り
４
月
号
ま
た
は
納
税
通
知

書
に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係　

 

☎
52
―
3
1
2
0

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、相
続
や

遺
贈
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
相

続
人
は
、そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続

登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。正
当
な
理
由
が
な
く
申
請
を
怠

っ
た
と
き
は
、10
万
円
以
下
の
過
料
が

科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
6
1
9

（
音
声
案
内【
２
】）

　

市
役
所
は
５
月
３
日
か
ら
５
月
７
日

（
５
日
間
）ま
で
閉
庁
で
す
。戸
籍
届
出

の
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

○
本
庁
舎
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

電
話
番
号 

☎
52
―
3
1
3
1

○
南
支
所

受
付
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
５
時
30
分

電
話
番
号 

☎
59
―
6
1
1
1

【
夜
間
の
受
付
】　

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

　

４
月
29
日
か
ら
５
月
７
日（
９
日

間
）ま
で
、国
の
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
停
止
の
た
め
引
っ
越
し

な
ど
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
継

続
利
用
以
外
の
業
務
が
で
き
ま
せ
ん
。

期
間
中
は
カ
ー
ド
の
交
付
や
暗
証
番

号
の
初
期
化
な
ど
も
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

◆
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限
は
９

月
末
ま
で
延
長

　

令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
た
方
は
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
の

期
限
は
９
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知

書
」の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
は
、ハ
ガ
キ
の

内
容
を
確
認
し
、必
要
書
類
持
参
の

う
え
、早
め
に
受
け
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ

て
い
る
方
へ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、利
用
申

込
が
必
要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
時
に
健
康
保

険
証
の
利
用
申
込
を
し
た
場
合
は
、自

動
で
行
わ
れ
る
た
め
、個
別
の
手
続
き

は
不
要
で
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
取

の
た
め
の
夜
間
臨
時
窓
口
開
設

　

平
日
の
夜
間
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
と
受
取
の
た
め
の
臨
時
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。市
役
所
正
面
玄
関

は
施
錠
さ
れ
て
い
る
時
間
帯
も
あ
る
た

め
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。家
に
届

い
た
ハ
ガ
キ
に「
カ
ー
ド
の
交
付
場
所
が

南
支
所
」と
書
か
れ
て
い
る
場
合
に
は

前
日
ま
で
に
連
絡
が
必
要
で
す
。

夜
間
受
付　

５
月
10
日
か
ら

毎
週
水
曜
日（
休
日
は
除
く
）

申
請・受
取
の
受
付
時
間

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

夜
間
受
付
の
予
約

　

前
日
ま
で
に
電
話
予
約

受
取
場
所・予
約・問
合
せ
先

市
市
民
係 

☎
52
―
3
1
0
4

○
消
防
本
部（
清
水
沢
宮
前
町
）

受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜

翌
朝
午
前
８
時
30
分

電
話
番
号 

☎
53
―
4
1
2
2

マイナポイント第２弾対象者

7,500円相当②健康保険証利用申込

7,500円相当③公金受取口座登録

令和5年
9月30日(土)

※ポイントに係るチャ
ージ・買い物期限も
同じ

20,000円のチャージまたは
買い物に対し、最大5,000
円相当のポイント付与

最大 
5,000円相当

①マイナンバーカード新
規取得に対するポイン
ト申込 令和5年

2月28日(火)
※終了済み

ポイント付与数 付与方式 ポイントの
申込期間

ポイント対象となる
カード申請期限

直接付与方式
（ポイントで付与。

チャージまたは買い物は不要）

令和5年
9月30日(土)
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野
犬
掃
討
の
実
施
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査

　

キ
ッ
ト
の
廃
棄
に
つ
い
て

一
般
介
護
予
防
事
業

 

「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」の

   

お
知
ら
せ（
末
広
集
会
所
）

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

活
動
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
係
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
、市
内
全
域

で
野
犬
掃
討
を
行
って
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
犬
、鎖
か
ら

外
れ
て
う
ろ
つ
い
て
い
る
犬
は
、野
犬
と

し
て
捕
獲・岩
見
沢
保
健
所
由
仁
支
所

に
抑
留（
薬
殺
）さ
れ
ま
す
の
で
、放
し

飼
い
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

犬
が
逃
げ
出
し
た
り
、行
方
不
明
に

な
る
な
ど
、見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、市

（
環
境
生
活
係
）や
岩
見
沢
保
健
所
由

仁
支
所
に
捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
首
輪
に
は
必
ず
犬
鑑
札
や

連
絡
先
を
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
3
1
0
8

岩
見
沢
保
健
所
由
仁
支
所　

☎
0
1
2
3
―
83
―
2
2
2
1

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
キ
ッ
ト（
市
販

の
も
の
や
病
院
で
配
布
さ
れ
た
も
の
）

を
資
源
ご
み
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。検
査
キ
ッ
ト
は
、針
が
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、密
封
し
て
一
般
ご
み
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。針
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、ご
み
と
し
て
出
せ
な
い
た
め
、購
入

し
た
お
店
な
ど
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、事
業
者
の
方
に
つ
き
ま
し
て

　

足・腰
、認
知
機
能
な
ど
が
衰
え
は

じ
め
た
と
感
じ
て
い
る
、高
齢
者
の
か

た
向
け
の
事
業
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
、専

門
の
講
師
が
軽
運
動
と
認
知
機
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、開
催
予
定
の
日
程
・
会
場
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。日
程
の
変
更・中

止
の
場
合
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

37・５
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症
状

な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合
は
、参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

会
場
が
葬
儀
な
ど
で
使
用
で
き
な

い
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
、随

時
、広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

☎
52
―
3
1
0
7

は
、産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

収
集
事
業
者
に
多
数
の
感
染
者
が

出
る
と
、収
集
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

 

☎
52
―
3
1
0
8

　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職（
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
）な
ど
を
派
遣
し
、体
力

測
定
、運
動
指
導
、講
話
な
ど
を
行
い
、

介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

（
例　

肩
痛・腰
痛・膝
痛
対
策
、効
率

の
良
い
身
体
の
動
か
し
方
、体
力
低
下

の
予
防
、認
知
症
の
予
防
、転
倒
予
防
）

対　

象　

参
加
者
が
主
と
し
て
65
歳

以
上
で
、市
内
の
団
体
が
運
営
す
る
介

護
予
防
に
係
る
集
い
の
場

費　

用　

無
料

派
遣
回
数　

原
則
と
し
て
１
団
体
に

つ
き
、年
３
回
以
内

派
遣
時
間

　

１
回
に
つ
き
２
時
間
以
内

（
日
時
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

 

☎
52
―
3
1
0
7

◆
高
齢
者
生
活
実
態
調
査

　

夕
張
市
で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
令

和
８
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「（
仮
称
）第
９
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
」の
検
討

資
料
と
す
る
た
め「
高
齢
者
生
活
実

態
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
、要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

場　　所 実　　施　　日 開　催　時　間 申込締切

令和5年6月19日(月)

令和5年6月12日(月)

令和5年6月26日(月)

末広集会所
（定員15名） 午後1：30～3：00

（受付1：00～）

調
査
方
法

　

５
月
中
旬
頃
を
目
途
に
無
作
為
で

抽
出
し
た
1
0
0
0
人
を
対
象
に
、

調
査
票
を
郵
送
で
配
布
し
ま
す
。調

査
票
が
届
い
た
方
は
お
手
数
で
す
が
、

回
答
の
う
え
、返
信
用
封
筒
に
入
れ
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い（
切
手
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）。

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
予
防
事
業
の
た
め

の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
在
宅
介
護
実
態
調
査

　

夕
張
市
で
は
、「（
仮
称
）夕
張
市
第

９
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
」を
策
定
す
る
た
め
、

そ
の
基
礎
資
料
と
な
る「
在
宅
介
護
実

態
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
宅
で
、要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
、そ
の
ご
家
族
。

調
査
方
法　

５
月
中
旬
頃
を
目
途
に

該
当
者
の
方
に
調
査
票
を
郵
送
で
配

布
い
た
し
ま
す
。調
査
票
が
届
い
た
方

は
お
手
数
で
す
が
、回
答
の
う
え
、返

信
用
封
筒
に
入
れ
、返
送
し
て
く
だ
さ

い（
切
手
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）。

※
皆
様
の
実
態
を
把
握
し
、こ
れ
か
ら

の
事
業
に
役
立
て
る
大
切
な
調
査

と
な
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係

 

☎
52
―
3
1
6
4
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認
知
症
に
な
っ
て
も

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　

 

ま
ち
を
目
指
し
て

あ
な
た
の
相
談
を
橋
渡
し

　
　

身
近
で
頼
れ
る

　
「
民
生
委
員
児
童
委
員
」

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

６
月
１
日
は「
人
権

　
　

擁
護
委
員
の
日
」で
す

春
秋
叙
勲
の
候
補
者
と
し
て

　

ふ
さ
わ
し
い
方
を

　
　
　
　

  

推
薦
で
き
ま
す

　
　
　
　

 

（
一
般
推
薦
制
度
）

◆
認
知
症
は
特
別
な
病
気
？

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
を
は
じ

め
と
す
る
認
知
症
の
発
症
率
は
、高
齢

に
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。

　

自
身
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、い
か

に
暮
ら
し
て
い
く
か
、元
気
な
う
ち
か

ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、「
近
所
の
見
守
り
や
声
が
け
」「
ち

ょっ
と
し
た
お
手
伝
い
」な
ど
身
近
な

応
援
者
と
な
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」を
増
や
す
こ
と
で
、認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

地
域・職
場・学
校
の
ほ
か
、５
名
以

上
集
ま
る
場
が
あ
れ
ば
、講
師
を
派
遣

す
る
出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。

内　

容　

認
知
症
の
主
な
症
状
、認

知
症
の
人
の
気
持
ち
、認
知
症
の
人
と

接
す
る
と
き
の
心
構
え
、認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
役
割
な
ど
90
分
の
講
座
で

す
。

申
込
方
法　

希
望
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
市
包
括
支
援
係
に
申
込
書
を
提

出
し
ま
す
。詳
し
く
は
下
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
５
月
12
日
は

「
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
」〜

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
、子
育
て
を
し
て
い

る
方
な
ど
の
、心
配
ご
と
や
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
に
関
す
る
相
談
を
う
け
る
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。４
月
１
日
現

在
、50
人
の
委
員
が
活
動
し
て
お
り
、

　

４
人
の
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、２

人
が
３
月
末
で
任
期
満
了
と
な
り
ま

し
た
が
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
再

　

い
じ
め
、虐
待
、離
婚
・Ｄ
Ｖ
な
ど
の

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、身
近
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。特
設
人
権
・

困
り
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
人
権
特
設
相
談
所

と　

き　

６
月
１
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

◆
人
権
常
設
相
談
所

・
札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
6
1
9

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

・
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

☎
0
1
2
0
―
0
0
7
―
1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
0
5
7
0
―
0
7
0
―
1
1
0

※
最
寄
り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

内
閣
府
で
は
、一
般
の
方
か
ら
春
秋

叙
勲
の
候
補
者
の
推
薦
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は「
一
般
推
薦
」で
検
索
し
、

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ

い
。候補

者
の
要
件

　

長
年（
概
ね
20
年
以
上
）地
域
で
幅

広
く
公
共
の
た
め
に
活
躍
し
た
方
で
、

70
歳
以
上
の
方
な
ど

推
薦
方
法

・
推
薦
者
1
名
、賛
同
者
2
名
に
よ

り
推
薦（
と
も
に
20
歳
以
上
）

・
自
分
自
身
や
二
親
等
内
の
親
族
関

係
に
あ
る
方
の
推
薦
は
不
可

・
推
薦
書（
指
定
様
式
）を
左
記
担
当

窓
口
ま
で
郵
送（
常
時
受
付
中
）

様
式
の
入
手・郵
送・問
合
せ
先

・
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
8.cao.go.jp/shokun

/ippansuisen.htm
l

・
内
閣
府
賞
勲
局
一般
推
薦
担
当

〒
1
0
0
―
8
9
1
4　

東
京
都
千

代
田
区
永
田
町
1
―
6
―
1

☎
03
―
3
5
8
1
―
2
8
6
8

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
人
に
は
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
し
と
し
て「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
カ
ー
ド
」を
お
渡
し
し
ま

す
。

◆
一人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
！

　

認
知
症
や
そ
の
介
護
に
つ
い
て
の
悩

み
や
不
安
が
あ
る
場
合
、本
人
や
家
族

だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

申
込・相
談・問
合
せ
先

市
包
括
支
援
係 

☎
52
―
3
1
0
7

認知症サポーターカード

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、市
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
つ
な

ぎ
役
に
な
り
ま
す
。気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

こ
ん
な
と
き
民
生
委
員
児
童
委
員
へ

○
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

　

毎
日
の
介
護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な

ど○
暮
ら
し
の
こ
と

　

住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
家
族
関
係
の
こ
と

　

親
子
関
係
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
育
児・教
育
の
こ
と

　

育
児
や
し
つ
け
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
そ
の
他
の
困
り
ご
と

心
身
の
疾
病
や
障
が
い
に
関
す
る
相

談
な
ど

　

委
員
は
、厚
生
労
働
大
臣
や
知
事

か
ら
委
嘱
を
受
け
、相
談
に
つ
い
て
の

秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。安
心
し
て
相
談
く

だ
さ
い
。担
当
の
委
員
は
、お
住
ま
い
の

住
所
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
生
活
保
護
係 

☎
52
―
3
1
7
7

夕
張
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務

局 

☎
56
―
6
7
7
7

任
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
の
相
談
パ

ー
ト
ナ
ー
で
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

・
矢
野　

雅
昭（
常　
　

盤
）（
再
任
）

・
平
村
美
千
子（
南
清
水
沢
）（
再
任
）

・
中
井　

法
史（
紅 

葉 

山
）

・
清
野　

敦
子（
南
清
水
沢
）

問
合
せ
先

岩
見
沢
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
夕
張

支
部
事
務
局（
市
市
民
係
）

☎
52
―
3
1
0
4
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再
生
振
替
特
例
債
の

　
　
　
　
　

残
高
に
つ
い
て

（
令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
）

５
月
11
日
か
ら
20
日
は

  

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

紅
葉
山
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

再
生
振
替
特
例
債
の
残
高

98
億
9
6
8
6
万
７
千
円

財
政
再
建
計
画
時
を
含
め
た
返
済
額

2
5
4
億
3
6
0
1
万
５
千
円

再
生
振
替
特
例
債
償
還
終
了
年
月

　

令
和
９
年
３
月

※
再
生
振
替
特
例
債
と
は
、財
政
再

生
計
画
終
了
ま
で
に
返
済
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
法
律
で
認
め
ら
れ
た

借
金
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
夕
張
市
の
借
金
時
計
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

5
月
11
日　

午
後
５
時

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

　

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を

目
指
す
た
め
の
運
動
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

（
荒
天
時
の
中
止
や
状
況
に
よ
り
日
程

の
変
更
が
あ
り
ま
す
）

・
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
確
保

　

横
断
歩
道
や
信
号
機
の
あ
る
交
差

点
が
近
く
に
あ
る
時
は
そ
の
横
断
歩

道
や
交
差
点
を
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
の
安
全
利
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
に
！

　

令
和
４
年
中
、北
海
道
に
お
け
る
自

転
車
乗
車
中
の
死
者
は
12
人
で
、前
年

比
＋
10
人
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
７

人
と
全
体
の
約
６
割
を
占
め
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
自

転
車
利
用
者
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す

る
努
力
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

・
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
な

ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

　

飲
酒
運
転
は
悪
質
で
重
大
な
犯
罪

で
あ
る
と
の
認
識
を
持
ち
、二
日
酔
い

運
転
を
含
め
、飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
」を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。

・
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹

底
と
安
全
確
保

　

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。交
通
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用

　
「
思
い
や
り・ゆ
ず
り
合
い
」の
気
持

ち
を
持
って
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ
先　

交
通
安
全
対
策
本
部
事

務
局（
南
支
所
） 

☎
59
―
6
1
1
1

ま
し
た
。昨
年
、自
転
車
乗
車
中
に
亡

く
な
っ
た
方
の
約
６
割
が
頭
部
損
傷
が

致
命
傷
と
な
っ
て
い
ま
す
。大
人
も
子

ど
も
も「
自
転
車
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
セ
ッ

ト
」で
す
。安
全
の
た
め
に
自
転
車
に

乗
る
際
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し

ょ
う
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
は
運
転
免
許
が
な
く
て
も

誰
も
が
乗
車
で
き
ま
す
が
、交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
け
れ
ば
交
通
事

故
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
り

得
る
も
の
で
す
。

　

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
あ
り
、信
号

や
停
止
場
所
で
の一
時
停
止
な
ど
交
通

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則
が
新
し
く
な

り
ま
し
た

①
車
道
が
原
則
、左
側
を
運
行

　

歩
道
は
例
外
、歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と一時
停
止
を
守

って
、安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘル
メ
ッ
ト
を
着
用

知
っ
て
い
ま
す
か
？
自
転
車
運
転
者
講

習
制
度

　

15
歳
以
上
の
自
転
車
運
転
者
が
、

交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の

あ
る一定
の
違
反
行
為（
信
号
無
視
、通

行
禁
止
違
反
な
ど
）を
反
復
し
て
行
っ

た
場
合
、自
転
車
運
転
者
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

オ
ー
プ
ン
日　

５
月
１
日

※
５
月
１
日
は
利
用
料
無
料

◆
大
会
の
お
知
ら
せ

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る
市

民
の
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。大
会
の
１
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
20
日　

午
前
９
時

競
技
開
始（
受
付
は
８
時
30
分
）

と
こ
ろ　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　

一
般　

７
０
０
円

　
　
　
　

会
員　

５
０
０
円

申
込
方
法　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入

令
和
５
年　

大
会
開
催
日
程

　

５
月
20
日
、６
月
17
日
、７
月
22
日
、

　

８
月
19
日
、９
月
16
日
、10
月
７
日
、

　

10
月
21
日

◆
紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

会
員
募
集
中

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
、会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
は
1
0
0
0
円
で
す
。

問
合
せ
先　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る

市
民
の
会　

大
谷

 

☎
58
―
3
0
1
1

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」Episode 58

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市企画係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市企画係　☎52－3141）

「ズリ山を背に町内会子供みこし」
宮前町内会所蔵、1981年5月

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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夕
張
市
消
防
職
員
の

　
　
　
　
　

募
集
に
つ
い
て

夕
張
市
教
育
委
員
会

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　
　
　
　

募
集
に
つ
い
て

「
夕
張
市
ふ
る
さ
と

　

 

人
材
バ
ン
ク
」の
ご
案
内

受
験
資
格

・
次
の
要
件
を
み
た
す
方

①
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴

を
有
す
る
方

②
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ

と
③
消
防
吏
員
と
し
て
職
務
遂
行
に
必

要
な
体
格
、体
力
を
有
し
て
い
る
こ

と
④
赤
色
、青
色
お
よ
び
黄
色
の
色
彩
が

識
別
で
き
る
こ
と

⑤
夕
張
市
内
に
居
住
可
能
な
方

・
次
の
各
項
目
に
該
当
す
る
方
は
受

験
で
き
ま
せ
ん

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の

執
行
を
終
え
る
ま
で
、ま
た
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
方

③
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、ま
た
は
こ
れ
に
加

入
し
た
方

採
用
予
定
日　

令
和
５
年
９
月
１
日

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

試
験
の
方
法

・
第
一次
試
験

一般
教
養
、小
論
文
、職
業
適
性
試
験

・
第
二
次
試
験　

面
接
試
験

職　

種　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

業
務
内
容　

夕
張
中
学
校
で
主
に
支

援
学
級
で
の
生
徒
支
援
な
ど
の
業
務

募
集
人
数　

１
名

任
用
期
間

任
用
開
始
日
〜
令
和
５
年
７
月
21
日

（
以
降
、各
学
期
ご
と
の
任
用
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
35
分
〜
午
後

〜
学
び
で
つ
な
が
る
人
と
人
〜

　

専
門
的
な
知
識
や
技
能
・
学
習
経

験
な
ど
を
お
持
ち
の
方
々
と
、学
び
た

い
人
を
繋
げ
る
た
め
の
人
材
バ
ン
ク
で

す
。

　

自
分
の
、そ
し
て
、仲
間
同
士
の
学

び
の
場
に
人
材
バ
ン
ク
を
大
い
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
！（
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
で
）

試
験
日　

令
和
５
年
６
月
24
日（
土
）

会　

場　

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

受
験
申
込
方
法

・
提
出
書
類

①
履
歴
書（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
様
式
例
に

基
づ
い
た
市
販
の
も
の
で
、前
６
カ

月
以
内
に
撮
影
の
写
真
を
添
付
）

②
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
み

証
明
書（
最
終
学
歴
の
も
の
）

③
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
の
も
の
）

④
返
信
用
封
筒（
返
信
先
を
記
載
し

84
円
切
手
を
貼
っ
た
定
形
郵
便
物

サ
イ
ズ
の
封
筒
）

・
受
付
期
間

令
和
５
年
５
月
１
日（
月
）〜

５
月
26
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
も
５
月
26
日
必
着

申
込
先　

市
消
防
本
部
総
務
係

夕
張
市
清
水
沢
宮
前
町
20
番
地

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
総
務
係

☎
53
―
4
1
2
1

ybrfd@
city.yubari.lg.jp

３
時
35
分
ま
で
の
学
校
長
が
指
定
す

る
５
時
間

給　

与　

月
額
９
万
２
０
０
０
円

休　

日　

土
日
お
よ
び
祝
日

資　

格　

特
に
な
し

　

ご
不
明
な
点
や
業
務
の
詳
細
を
知

り
た
い
方
は
、市
学
校
教
育
係
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
学
校
教
育
係

☎
57
―
7
5
8
1

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係

☎
57
―
7
7
1
1

夕張市ふるさと人材バンク

『アイヌ力（ぢから）よ！』　宇梶静江/著　藤原書店

『セミ神さまのお告げ』
　　　　　　福音館書店

『シマフクロウとサケ』
　　　　　　　藤原書店

　アイヌの人々にとって自然そのものが神（カムイ）であり、海・川・大地の恵みを、感謝の気持
ちを持っていただいている。そんなアイヌの心を大事にしてきた宇梶静江さんは、子どもの頃か
ら自然の美に魅せられてきた。そして、アイヌ刺繍を学び、布で絵を表現できることを知り、古
布絵でアイヌの叙事詩を絵本にした。現在静江さんは、アイヌが土地を奪われ、言葉を奪われ、
先祖たちが悲惨な生活をしてきたという歴史を伝えようと、活動している。

おすすめ本のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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　4/6、夕張市と㈱サングリン太陽園が「地方創生の連
携に関する包括連携協定」を締結しました。㈱サングリ
ン太陽園の持つドローンやDXのノウハウを基に、連携
した取り組みを行います。

　今年も新入生が入学しました。色んなことに挑戦し
て、実りある学校生活を送ってください。

サングリン太陽園との連携協定

市内学校の入学式

　3/20～4/7、宮前町浴場で清水沢プロジェクトの
主催で、宮前町の炭鉱住宅と浴場の記憶を記録するた
めの企画が開催されました。
　浴場内ではお祭りや行事の様子などをとらえた写真
展示が行われ、浴場の利用者や催しの参加者から集め
られた思い出話が書き込まれた付箋が地図を彩ってい
ました。　　　　　　　　  ↓写真の展示と取材の様子

宮前町の炭鉱住宅と
　　　　　地区浴場を記憶する調査室

4/7　ゆうばり小学校（24名）

4/7　夕張中学校（24名）

4/10　夕張高校（15名）

人　口 6,698人(－35人)
　男 3,111人(－21人)
　女 3,587人(－14人)

世帯数 4,065世帯(－6世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
6
月
号
は
、

6
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和5年4月1日　現在 夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ 夕張市Twitter

https://www.city.yubari.lg.jp 広報ゆうばり　2023年5月号 24


